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国際語科百人一首大会開催！（２月４日） １４回目になる今回は、各クラスから２名ずつ選抜された「名人」同士が戦う「名人戦」

も行うなど、例年にもまして楽しさの中に熱気あふれる会になりました。

百人一首大会実行委員長、○○○○さん（２－Ａ）「今年度の百人一首大会では新たに”名人戦”を行いました。想像以上に国際語

科全体で盛り上がることができました。来年度にも受け継いでいって欲しいです。皆さん、ご協力ありがとうございました」

大会の指導は一木先生。 これから、白熱した戦いがはじまります！ 大会実行委員長の○○さん

武内先生や、山下先生など、国際語科以外の先生方も飛び入りで参加！ 国際語科恒例「英訳百人一首」でも盛り上がりました！

百人一首大会実行委員の生徒も読みました。 「名人戦」優勝！

表彰式もにぎにぎしく！ おめでとう！

今年初めての試み「名人戦」！

国際文化フォーラムｉｎ逗子（逗子文化プラザ １月２４日）にボランティア参加しました！ 開発途上国と先進国とが公正に貿易すること

を「フェアトレード」といいます。都市を挙げてその取り組みを行っているのは日本では熊本市です。このフォーラムは、熊本市に

続いてフェアトレード都市宣言を行おうとしている逗子市を知ってもらおうという趣旨のイベントでした。日頃から国際的な事柄に

興味を持って取り組んでいる国際語科の生徒も、ボランティアとして１１名が参加し、会場を盛り上げました。

逗子フェアトレード 販売ブースでは、フェアトレード品の販売や、 フェアトレードについての説明パネルの前で。

タウンの会の磯野昌子さん いい香りのフェアトレードコーヒーの提供も。 このマークがフェアトレード認定商品の証です。

色鮮やかなアフリカの ワークショップも毎回盛況でした。 どちらがフェアトレード 中野先生も「世界の食卓」

バッグを持って！ チョコレートについて考えました。 チョコでしょう？ ワークショップを実施！

（左）「コーヒー村の未来物語」のワークショップ

コーヒー豆を仕分けしています。結構大変！

（中）これがカカオ豆の房。中に無数の豆が！

（右）生徒が購入した、フェアトレード品の数々。

テントウムシのチョコレートが可愛い！

瀬谷ボランティアバス振り返り（せやまるふれあい館

１月２２日 瀬谷区社会福祉協議会主催） １

１月末に国際語科生徒６人も参加した瀬谷ボラ

ンティアバスの振り返り会が行われました。今

後瀬谷区は５年間被災地釜石市を支援すること

を決め、隼人生も来年度のボランティアバスに

ついて意見を述べました。これからも隼人は被

災地に寄り添った支援を行っていきます。


